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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 76 学 校 名 静岡県立浜松東高等学校 校 長 名 丹生 敬人 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 取組目標 成果目標 達成状況 
評

価 
成果と課題 

ア 
キャリア

教育の充

実 

・「社会に役立つ姿勢や資
質を身に付ける教育が
行われている」と答え
る生徒、保護者 90％以
上。 

・「ボランティア活動、体
験学習、生徒会活動等
地域と連携した（地域
に貢献した）活動に参
加した」と答える生徒
70％以上。 

・「部活動で頑張ってい
る」と答える生徒 90％
以上。 

・「自分の将来の生き方
（進路等）について考
えている」と答える生
徒 90％以上。 

・「社会に役立つ姿勢や
資質を身に付ける教
育が行われている」
生徒 92.1％ 

 保護者 86.9％ 
・「ボランティア活動、
体験学習、生徒会活
動等地域と連携した
（地域に貢献した）
活動に参加した」
45.2％ 

・「部活動で頑張ってい
る」90.8％ 

 
・「自分の将来の生き方
（進路等）について
考えている」83.8％ 

 

Ａ 

・ボランティア活動の参加状況
の数値が高くはないが、気持ち
はあっても部活動等により参
加できない生徒も存在する。 
・敬老会や協働センター祭り、
だるま市等の様々な機会で、部
活動等での発表があり、地域一
体となった活動が見られた。 
・特に、部活動で活躍している
生徒は明るく、将来を視野に入
れた活動が見られた。 
・社会とのつながりを多く持て
るような機会の設定が一層求
められている。 
・キャリア教育の充実は成果を
上げた。 

イ 

地域に貢

献する担

い手育成

のための

規範意識

の醸成 

・「学校の決まりを守って
生活している」と答え
る生徒 100％。 

・「欠席・遅刻・早退をし
ないように努力してい
る」と答える生徒 90％
以上。 

・「さわやかな挨拶がで
き、身だしなみに気を
付けている」と答える
生徒 90％以上。 

・「集団の中の一員として
仲間を尊重し、行動で
きる」と答えた生徒
90％以上。 

・「交通ルールを守ってい
る と 答 え る 生 徒 」
100％。 

・情報モラルに注意して
い る と 答 え る 生 徒
100％ 

・「学校の決まりを守っ
て生活している」
98.7％ 

・「欠席・遅刻・早退を
しないように努力し
ている」98.7％ 

 
・「さわやかな挨拶がで
き、身だしなみに気
を付けている」 
97.6％ 

・「集団の中の一員とし
て仲間を尊重し、行
動できる」96.2％ 

 
・「交通ルールを守って
いる」99.2％ 

 
 
 
 

Ａ 

・学校生活の決まりはおおむね
守ることができており、今後
は、生徒が参加して校則の見
直しを行っていきたい。 

・日常的に、さわやかで元気に
笑顔であいさつが行われてお
り、外部の方への礼儀もわき
まえることができるように育
ってきた。 
・集団行動に対する意識が高
く、おおむね規則を守ること
ができた。 

・情報モラル教育は、より効果
的な取組を検討していく必要
がある。 

ウ 

基礎学力

の定着と

進路実現

に必要な

学力の育

成 

・年２回以上の授業参観
と年２回の生徒による
授業評価が活用されて
いる。 

・「授業の内容に興味、
関心を持てた」と答え
る生徒 90％以上。 

・「学んだことについて、
考え、表現する力を伸
ばすことができた」と

・年２回の授業参観と
年２回の生徒による
授業評価を実施し
た。 

・「授業の内容に興味、
関 心 を 持 て た 」
86.5％ 

・「学んだことについ
て、考え、表現する
力を伸ばすことがで

Ｂ 

・教員同士で授業を見学し合

う文化が構築されている。よ

り質の向上を図りたい。 

・授業内容に興味関心が持て

ない生徒（否定回答層）が 15％

弱（100人以上）存在すること

から、より授業改善を図って

いく必要がある。 
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答える生徒 90％以上。 
・新しい学習指導要領に
対応した指導法、評価
の取り組み 100％ 

 
・「朝読書や朝学習にし
っかりと取り組んでい
る」と答える生徒 90％
以上。 

・「生徒の適性や希望を
生かす適切な進路指導
を行っている」と答え
る生徒、保護者 90％以
上。 

きた」83.4％ 
・新しい学習指導要領
に対応した指導法、
評価の取組を行っ
た。 

・「朝読書や朝学習に
しっかりと取り組ん
でいる」91.5％ 

・「生徒の適性や希望
を生かす適切な進路指
導を行っている」生徒
88.6％保護者 79.3％ 

・考え、表現する力の育成に

課題がある。「学ぶ術を学ぶ」

をより大切にしていきたい。 

・引き続き朝読書を大切にし

ていきたい。 

・進路指導は、生徒の良さを

生かした目標を設定させ、先

を見通した指導を継続してい

きたい。 

・目標を高く設定した項目が

多かったが、おおむね状況は

良好である。 

エ 

健全な心

身の育成

と安全・

安心な学

習環境の

整備 

・「学校行事に積極的に参
加した」と答える生徒
90％以上。 

・「信頼でき、相談できる
先生がいる」と答える
生徒 80％以上。 

・「教室等の環境を常にき
ちんと整えている」と
答える生徒 90％以上。 

・「生徒が利用しやすい図
書館環境が整ってい
る」と答える生徒 80％
以上。 

・「１年間で３冊以上の本
を読んだ」と答える生
徒 50％以上。 

・「芸術鑑賞教室が良かっ
た」と答える生徒 80％
以上。 

・「学校行事に積極的に
参加した」94.9％ 

 
・「信頼でき、相談でき
る先生がいる」 
73.0％ 

・「教室等の環境を常に
きちんと整えてい
る」89.1％ 

・「生徒が利用しやすい
図書館環境が整って
いる」80.0％ 

 
・「１年間で３冊以上の
本を読んだ」42.2％ 

 

・「芸術鑑賞教室が良か
った」90.9％ 

 

Ａ 

・行事での活動状況から、おお

むね健全な心身が育成されて

いる。 

・生徒と教職員の信頼関係が構

築されている状況がアンケー

トから捉えられた。今後も継続

していきたい。 

・令和６年度は、全員清掃から

一部の生徒による交代制の清

掃に切り替えることから、清掃

指導をより徹底していきたい。 

・読書習慣の形成を工夫した

い。 

・芸術鑑賞教室は、今後も生徒

のニーズを踏まえながら実施

したい。 

オ 

開かれた

学校づく

りの推進 

・ホームページが週に 1
回以上更新されてい
る。アクセス数年間 
50,000 件以上を目指
す。 

・情報の発信が PTA総会、
発行物、メール配信等
により定期的に行われ
ている。 

・保護者に対して行事や
進路等の情報提供が適
切に行われていると答
える保護者 90％以上。 

・来場者数 
浜東祭：1,000 人以上。
一日体験入学：1,000 人
以上。 
ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 300人以上。 

 
 
 
 
 
・情報の発信を定期的
に行った。 

 
 
・「保護者に対して行事
や進路等の情報提供
が適切に行われてい
る」89.3％ 

・来場者数 
浜東祭 800人超 
一日体験入学 932 人
ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 247人 

Ａ 

・ホームページは各部署が更

新をし、情報発信ができた。 

・保護者への情報発信はより

工夫していく必要がある。 

・浜東祭は、感染症対策もあ

り目標の数値には届かなかっ

たが、多くの来場者でにぎわ

った。 

・一日体験入学やオープンス

クールは目標には届かなかっ

たが、受検希望者のニーズに

は答えることができた。今後

もより工夫していきたい。 

カ 

 

教職員の

連携と組

織的な学

校マネジ

・定期的な会議等を通し
て、集団内での情報の
共有化と適正な業務分
担が図られている。 

・校内職員研修を年３回
以上実施。 

・定期的な会議等を通
して、集団内での情
報の共有化と適正な
業務分担が図った。 

・校内職員研修４回実
施。 

Ａ 

・職員会議資料のＰＤＦ化に

より、情報の共有化を図った。

業務分担については引き続き

バランスを見ながら適正な分

量となるよう改善していく。 
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メントの

推進 

・資料提供や発表による
報告、校内ファイルサ
ーバの活用が随時行わ
れている。 

・適正な会計処理と予算
の節約が意識されてい
る。 

・「やりがいを感じてい
る 」 と 答 え る 職 員
100％。 

・資料提供や発表によ
る報告、校内ファイ
ルサーバを活用し
た。 

・適正な会計処理と予
算の節約が意識し
た。 

 

 

 

・ＣラーニングやチャットＧ

ＴＰに関する研修、ハラスメ

ント研修等を実施した。 

・予算削減には苦慮しながら

も取り組んできたが、教育活

動が制限されないよう、より

工夫していく。 

 


